
地域別の重点施策の概要 

 

 

１ 地域特性 

人口、産業等のデータや自然的・社会的特性、発展可能性等について記載

している。 

 

２ 課題 

平成２０年度に実施した「うつくしま 21」の総点検で洗い出された地域の

課題を基本とし、その後の経済社会情勢等も踏まえて整理している。 

 

３ 施策の展開方向及び重点施策 

地域の課題に対応する施策を中心とし、地域特性も踏まえながら、その地

域に必要な施策の大きな方向性を４～５の「施策の展開方向」として掲げ、

その下に今後５年間に進める特徴的、即地的な施策を「重点施策」として記

載している。 

なお、取りまとめに当たっては、次の点について考慮している。 

① ここに記載されていない施策についても、政策分野別の重点施策に基づ

き、それぞれの地域の実情に合わせて展開される。 

② 施策の展開方向は、政策分野単位ではなく複数の政策分野を横断する施

策も含んでいる。 

③ ここに記載した重点施策について、すべてを県が自ら行うということで

はなく、施策によっては、地域の住民や市町村等の主体的な取組みを県が

支援、協力するものも含まれている。 

また、県と地域の住民や市町村が連携、協力しながら進めるものも含ま

れている。 

 

資料８ 

－第６章関連－
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地域別の重点施策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地

域

特

性 

○県の北部に位置し、中心部を阿武隈川が流れる 
○本県の政治、行政、教育の中心的役割を担う 
○県中地域と並んで本県の工業を牽引 
○農業では北部を中心に県内最大の果樹地帯 
○相双地域及び東北地方日本海方面との連携の強化が期待される  

県北地域 

農業振興、農山村活性化 

・果樹・野菜等の生産拡大や高品

質化 
・森林づくりの推進 
・担い手の育成・確保 
・農林産物の地域ブランド化 

産業の集積 

・発展可能性のある産業の集積 
・地域資源活用型産業の活性化 
・人材の育成 
・企業間ネットワークの形成 

少子高齢社会への対応 

・保健・医療・福祉の連携 
一体的な地域形成 

・市町村間、市街地と周辺地区、

集落間の交流・連携の促進 
・高速交通体系の整備促進 

地域課題 

交流人口の拡大 

・地域資源の磨き上げ 
・内外への情報発信 
・これらを推進する人材の育成 
少子高齢社会への対応 

・地域コミュニティの再生・活性

化 

２ 持続可能な農林業の確立 

①果樹・野菜等園芸作物の生産拡大、安全・安心な

農林産物の供給体制の確立、環境と共生する農林

業の推進 
②担い手の育成や新規就農者の確保 
③農商工連携、地産地消の推進による農林産物の高

付加価値化、地域ブランド化 

３ 地域の特色を活かした多彩な産業の振興 

①高度技術産業、農産物資源を活用できる産業の集

積 
②産学官連携による人材育成 
③企業間ネットワーク構築への取組み支援 

４ 安全で安心な生活を支える基盤の整備 

①救急医療体制の充実、在宅ケア体制の整備 
②生活交通の確保 
③生活道路の整備、東北中央自動車道の整備促進、

高速道路へのアクセス性向上 

重点施策 

１ 個性が輝く地域活力の創出 

①着地型観光の推進、滞在型観光の定着化 
②中心市街地の活性化 
③過疎・中山間地域等における定住・二地域居住の

推進等による交流人口の拡大 
④住民主体の地域づくりの支援 
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地域別の重点施策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県中地域 

○県の中央に位置し、中心を阿武隈川が流れ、流域に安積平野が広がる 
○年間商品販売額が県内の 44％を占めるなど本県経済の中心的役割 

○農業生産では米、野菜、畜産が中心 

○福島空港により東アジアに直結、首都圏、北陸地方、東北地方を結ぶ交

通の結節点 

○本県経済をリードして行くことが期待される 

地

域

特

性 

高度技術産業の振興と多様な就

業機会の確保 

・企業誘致、事業化支援の強化 
・産業人材育成 
・特色ある農業産地形成 
・収益性の高い農業経営 

「ヒトやモノ」の交流拡大 

・福島空港の利用促進 
・広域観光の推進 
・物流機能の強化 

 

過疎・中山間地域の活力向上  

・地域の魅力アップ支援 
・地域コミュニティ再生・活性

化支援、情報通信基盤の整備な

ど地域特性に応じた事業展開 

 

豊かな自然環境との共生 

・水環境への負荷低減 
・生態系に配慮した河川等整備 
・環境と共生する農業の推進 
・適正な森林管理 

地域課題 

安全で安心に暮らせる社会の実

現 

・保健医療福祉体制の充実 
・生活交通の確保 
・中心市街地の活性化 

１ 未来を拓き、地域の活力を支える産業の集積と高

度化 

①産学官ネットワークを活用した共同研究・新事業

創出への支援、戦略的な企業誘致 
②高等教育機関等と連携した人材育成 
③農商工連携による高付加価値化、地産地消の推進

２ 「福島空港」と地域資源を活用した交流人口の拡

大 

①地域と一体となった利用促進、にぎわい創出 
②高速交通体系の利活用や道路整備による広域観

光や物流機能の強化 

３ 「地域の宝」を生かした過疎・中山間地地域の振

興 

①地域のブランド力の向上、元気な地域づくりの

推進、情報通信基盤の整備 
②都市住民との交流、定住・二地域居住の推進 
③農林業の担い手の育成・確保、農林産物の生産

拡大、高付加価値化 

４ 豊かな自然環境と調和のとれた地域社会の形成 

①水環境保全のため人為的な汚濁負荷の削減 
②環境と共生する農業、河川や森林等の整備など都

市環境と自然環境との調和 

重点施策 

５ 安全で安心に暮らせる地域社会の形成 

①救急医療の確保、子育てを支援するネットワーク

の構築、保健・医療・福祉が連携したサービスの

提供 
②生活交通の確保、中心市街地における「持続可能

な歩いて暮らせる」まちづくり 
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地域別の重点施策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県南地域 

○県の南部に位置し、首都圏と隣接する地理的優位性 
○源流など豊かな自然に恵まれ、歴史的文化遺産が残る 
○半導体関連産業や輸送用機器関連産業などが集積 
○野菜、花きなどの生産が盛んで首都園を中心に出荷 
○年少人口比率や生産年齢人口比率が他地域に比べ高い  

地

域

特

性 

首都圏と隣接した特性を生かし

た振興 

・優良企業の更なる誘致 
・幹線道路網の計画的整備 

 

産業人材の育成 

・農林業や商工業の次代の担い手

の確保 
・質の高い生産活動をなし得る産

業人の育成 

多様な交流の促進 

・隣接する他地域との連携促進 
・広域観光、定住二地域居住 

源流の里にふさわしい自然環境

の保護 

安全に安心して暮らせる環境づ

くり 

・社会基盤整備の促進 
・地域医療の充実 
・次世代の育成 
地域コミュニティの再生、活性

化 

地域課題 

１ 地域の特性を生かした活力ある産業の振興 

①優良企業の誘致、白河市の中心市街地活性化支

援、新規学卒者の定着率向上、Ｕターンの拡大 
②企業間ネットワーク構築による効率的物流や共

同研究等の取組み支援、産学官連携による活力あ

る産業基盤の形成 
③幹線道路の整備推進 
④農林産物の生産拡大、産地づくり、農商工連携

２ 地域の持続可能な発展を担い、自らの手で地域を

牽引できる人づくり 

①子供たちの心身の健やかな成長促進、キャリア形

成支援等による人材育成  
②技術指導講座などによる産業人材の育成 

３ 広域的連携による地域内外との交流の促進 

①観光交流の推進、県内の他地域や隣県市町村と連

携した交流の拡大 
②首都圏に隣接する地域特性を生かした定住・二地

域居住の推進 
③歴史的文化資源等の文化の魅力の発信 

４ 自然にあふれ人々がいきいきと心豊かに暮らせ

る源流の里づくり 

①源流域や南湖における水質環境改善等の活動推

進 
②水源林の保全、水源域河川の整備 
③生活道路や歩道の計画的整備、良質な医療の提

供 
④地域コミュニティの活動支援、コミュニティビ

ジネスの普及

重点施策 
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地域別の重点施策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地

域

特

性 

○県の北西部に位置し、山岳、湖沼等の自然に恵まれる 
○中山間地域では、過疎化、高齢化が進行 
○電子部品、機械加工等の工業集積と漆器等の伝統的産業が立地 
○本県の観光、リゾートの中心的な地域 
○首都圏や東北各県との連携強化が期待される 

会津地域 

交流人口の拡大 

・地域内外との連携、豊かな観光

資源の活用、観光商品の開発 
様々な主体の交流促進 

・地域資源の有効活用と情報発信 
・広域ネットワークの形成とアク

セス機能の強化 

小規模自治体、地域コミュニティ

に対する支援 

医師の確保 

安全・安心な基盤づくり 

・土砂災害、水害の防止 
・冬期間の除雪 等 

産業の集積・振興 

・高度情報サービス産業等の集

積、伝統的な産業の振興 
・社会環境の変化に対応した農林

業の推進、農商工連携、耕作放

棄地の縮小 

自然環境、景観等の保全 

・森林環境の適正な管理、猪苗代

湖等の水環境の保全 
・歴史や文化と調和した景観の保

全 

地域課題 

１ 地域づくりに貢献する新たな観光の推進 

①グリーン・ツーリズム等による滞在型観光の推進

②会津縦貫北道路、会津縦貫南道路の整備など広域

的なネットワーク形成、会津の魅力発信による観

光交流の推進 

２ 地域特性を生かした様々な交流の促進 

①過疎化、高齢化が進行する地域に対する、地域経

営に必要な支援 
②地域の再生・活性化に向けた取組み支援 
③豊かな人間性、郷土愛を育む食育の推進 
④地域医療の充実、自然災害への適切な対応、冬期

交通不能区間等の解消、生活道路の整備

３ 地域企業の強みを生かし、社会環境の変化にも対

応した産業の振興 

①産学連携、企業連携などによる産業集積のための

基盤づくりの推進、企業誘致 
②農林業の生産力・経営力の強化、農商工連携 
③社会や企業のニーズに対応した人材育成 

４ 自然環境、景観、文化の保全・継承と活用 

①優れた自然環境や景観、水環境の保全 
②森林環境の保全と利活用、環境と共生する農業の

推進 
③伝統・文化・技術等の保存・継承とこれらの活用

による発展的・創造的な取組み支援 

重点施策 
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地域別の重点施策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6

南会津地域 

○県の南西部に位置し、阿賀川、只見川・伊南川流域に沿って集落と耕地

が形成 
○県内でも少子高齢化が先行している地域の一つ 
○自然環境や伝統文化、歴史的景観に恵まれ、地域資源を生かした観光関

連産業と農林業が主要な産業 
○県南地域及び北関東地方各県との交流促進が期待される 

地

域

特

性 

１ 地域特性を生かした経済の活性化 

①気候条件を生かした園芸作物の産地形成、農商工

連携による特産品開発、都市交流型農林業の展開

②地域特性に応じた企業誘致、新規創業・異業種参

入への取組み支援、販路拡大、流通の円滑化支援

③事業等の継承を希望する者の育成のほか、農林業

については新規就業の誘導による担い手の確保

２ 集落機能の維持に対する支援等 

①伝統文化の継承、災害等緊急時の情報伝達体制や

相互支援体制の整備・構築など集落等の機能を維

持・活性化する取組みの支援 
②教育環境の整備・充実、地域ネットワークの構

築・強化 

３ 地域資源を活用した交流人口の拡大 

①広域観光圏の形成促進、広域的な道路網の整備 
②滞在型観光の推進、教育旅行の受入体制整備 
③定住・二地域居住の推進 

５ 生活基盤の維持・整備による安全で安心な暮ら

しの確保 

①南会津病院の機能充実、保健福祉サービスを確

保するための仕組みづくり支援 
②交通不能区間や危険箇所の解消、冬期生活維持

のための除雪体制等の整備、会津線、会津鬼怒川

線への支援 
③情報通信基盤の整備 
④水源かん養など森林の有する公益的機能の向上

重点施策 

４ 地域の自然環境や歴史的景観の継承 

①尾瀬国立公園やブナ原生林の保護と適正利用、里

山等多様な自然環境の保全と利活用 
②歴史的景観等の継承の取組み支援 

地域産業の振興 

・若者が就労しやすい魅力ある農

林業の創造 
・地域特性に応じた企業誘致 

 

集落機能の維持 

・地域コミュニティの維持・活性

化 
・地域における自助・共助の取組

み支援 

交流人口の拡大 

・広域観光圏の形成や滞在型観光

の推進、広域交通網の整備 
・定住・二地域居住等の推進 

生活基盤の整備 

・医療や保健福祉、公共交通、

情報通信など地域の生活基盤

の維持・整備 
・雪に強い生活環境の整備 

地域課題 

自然環境、歴史的景観の継承 

・自然環境の保全と適正利用 
・歴史的景観の保全の取組み支援 



地域別の重点施策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相双地域 

地

域

特

性 

○県の東部に位置し、海、山、川の豊かな自然に恵まれる 
○多様な食文化や伝統文化、Ｊヴィレッジ等の地域資源に恵まれる 
○全国有数の電力供給地帯 
○農業では米、畜産、園芸作物が中心、漁業も盛ん 
○首都圏等との交流拡大、中通り地方との連携強化が期待される  

１ 多彩な地域資源の連携による広域交流圏の形成

と人づくり 

①電源地域の資源の活用、広域観光ルートの形成

等による周遊・滞在型観光の推進 
②Ｊヴィレッジ等の施設の集積を生かしたスポー

ツ交流拠点地域の形成 
③常磐自動車道の延伸の波及効果を生かした地域

振興 
④双葉地区教育構想の推進 

２ 電源立地地域の特性や物流基盤の整備効果を生

かした産業の集積 

①電源立地地域における優遇制度や物流基盤の整

備効果を生かした輸送用機械産業、環境・エネル

ギー産業等の集積、相馬港の物流機能の強化 
②産学官連携による産業人材の育成・確保 

３ 地域特性を生かした農林水産業等の振興と地域

活性化 

①野菜や花き等の産地化、環境と共生する農業への

転換、資源管理型漁業・つくり育てる漁業 
②農商工連携による地域産業の活性化 
③過疎・中山間地域における地域資源の継承、地域

コミュニティの再生・活性化支援 

４ 安全で安心なくらしや交流を支える基盤の整

備・充実 

①地域医療体制の充実・強化、生涯を通じた健康

づくり、子育て支援や高齢者、障害者福祉の充実

②原子力防災対策の充実・強化、海岸保全施設の

整備 
③幹線道路、生活道路、相馬港の港湾施設等社会

基盤の整備

重点施策 

交流人口の拡大 

・域内の相互連携 

・地域資源やスポーツ施設等の

有効活用 

産業振興と人材育成 

・電源立地地域の特性や物流基盤

を生かした産業の集積や高度化 
・立地企業の技術力の向上 
・産業人材の育成・確保 

農林水産業等の振興 

・園芸産地の拡大、環境と共生

する農業の推進、林業振興、水

産業の振興 
・農商工連携、過疎・中山間地

域における地域資源を生かし

た産業の振興 

社会基盤の整備 

・保健・医療・福祉サービスの

充実 
・原子力防災対策、自然災害に

対する防災体制の確保 
・幹線交通網、相馬港等の整備

促進 

地域課題 
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地域別の重点施策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いわき地域 

○県の南東部に位置し、広域多核都市であるいわき市で構成 
○多彩な自然と歴史、文化を有するとともに気候条件に恵まれる 
○高い工業集積を有し、農業では施設園芸作物の生産が盛ん、漁業は東北

でも屈指の水揚げ量を誇る、集客力の高い施設が点在 
○広域で多様な連携・交流ネットワークの要衝としてさらなる発展が期待

される  

地

域

特

性 

多様で活発な交流の展開 

・都市農村交流、定住・二地域居

住の促進 
・広域観光の振興 
県内外、海外との連携・交流促進 

・小名浜港の機能高度化 
・広域交通体系の整備

創造的で活力ある産業の展開 

・技術交流や産学官連携による

研究開発力・技術力の強化 
・地理的優位性を生かした企業誘致 
農林水産業の振興 

・温暖な気候を生かした農産物

の生産、木材の安定供給、水産

業の振興 

魅了にあふれる生活圏づくり 

・地域資源を生かした個性ある

地域づくりや道路整備等によ

る各地区の機能の強化と連携 
・豊かな自然環境の保全 

安全で安心な地域社会の形成 

・地域コミュニティの再生・活性

化 
・地域医療、福祉サービスの維

持・充実 
・災害に強い社会基盤の整備 

地域課題 

１ 多様な地域資源を生かした広域交流圏の形成 

①都市農村交流や定住・二地域居住の促進、広域

観光の振興 
②ポートセールスの展開、港湾施設の整備等によ

る小名浜港の利用促進 
③広域交通体系の整備 

２ 創造的で活力のある産業の展開 

①技術交流や産学官連携による研究開発力・技術

力の強化、工業団地への企業誘致 
②温暖な気候を生かした農産物の生産拡大と担い

手の育成・確保、集落営農体制の組織化、木材の

安定供給体制の確立、農林産物の消費拡大 
③資源管理型漁業・つくり育てる漁業、水産物の

消費拡大、漁業経営の安定化 

３ 豊かな自然環境と調和した多彩で魅力ある生活

圏の形成 

①地域資源を生かした個性ある地域づくりの支援 
②魅力的な中心市街地の形成、港と一体となった

まちづくり 
③道路整備、生活交通の確保 
④自然環境保全に向けた取組み支援 
⑤太陽光など再生可能なエネルギーの利活用 

４ 人と人とがつながる安全で安心な環境づくり 

①地域コミュニティの再生・活性化、子育て支援な

どの取組みの支援 
②医師の確保や福祉サービスの質の確保 
③河川改修や地すべり対策、海岸保全施設等の整備

重点施策 
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